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平成 21 年に畜舎を大規模改修した際、リキッドフィーディング

システムやオート・ソーティングシステムなどの先端技術を導入し

ました。リキッドフィーディングシステムとは、飼料と水を混合し

液状にしたものをパイプラインで豚に給与する給餌方式です。粉塵

が少なく、飼料や水のこぼれの無駄が減り、夏季でも摂取量が落ち

にくいという利点があります。また、オート・ソーティングシステムとは、豚を自動的に体重測

定し、出荷体重に達した個体を出荷用豚房に選り分けることができるシステムです。従来は目視

で出荷予定豚の体重を推測していましたが、このシステムの導入により、豚の出荷体重の揃いが

非常によくなったそうです。 

 

 

 

知多ピッグのリキッドフィーディングシステムでは、地元食品工場

の製造工程で余剰となる食品などのエコフィード原料とベース飼料

を、コンピューター制御で栄養科学的に安定させて混合する機能を備

えています。配合飼料として購入すると高価な小麦の代わりに、生麺

や乾麺、パン生地等小麦主体のエコフィード原料を積極的に利用していることもあり、飼料費を

慣行より 25％程度低減できているとのことです。栄養科学的に精査されているとともに、成分

の安定した食品工場由来の余剰食品を利用しているため、豚の嗜好性が良く、肉質の高品質化に

も成功しているそうです。地元エコフィードによる資源の有効利用に加え、ふん尿についても速

やかに堆肥化処理し、地域の耕種農家へと供給しており、地域内の資源循環が確立されています。 

 

 

 

現在、知多ピッグの商品は引く手あまたで、供給が追いつかない状況とのことです。そこで、

母豚規模を現在の 530 頭から 1,300 頭まで増やす計画が進んでいます。この計画により、繁殖農

場と肥育農場を分けることができ、衛生面からも大規模生産にさらに適する農場へと発展する予

定です。販売先からは早くも購入依頼が殺到している他、施設の建設や従業員の募集など、代表

取締役の都築さんにはやるべき仕事が目白押しとなっています。そのような状況でも、次の目標

を見据え、「５年後、新農場がひと段落したころには、六次産業化を図りたい。豚肉や加工品の

直売所を作ったり、農家レストランを展開したい。」と語っていました。息子さんたちに任せる

のかと質問したところ、「いや、自分がやりたいんだ。息子たちは自分が

やりたいと思うことをやってほしい。」と豪快に笑っていました。都築さ

んの背中を見ている後継者の方々ならきっと、知多ピッグを、さらには

愛知県の畜産業界を背負っていってくれることでしょう。ご自身の夢も、

後継者が経営者として成長する夢も、実現される日を楽しみに待ちたい

と思います。 
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